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会長 巻頭言

旧きを懐かしみ、新しきを畏れる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会会長 山内 信幸
　それは突然の報道であった。翌日からの中国への校務海外出張準備のこともあり、久々に自宅でテレビを観ていたところ、急に画面が切り替わり、怒涛のような津波が浜辺に繰り返し押し寄せる様子が、まるで映画の１シーンのように、映し出された。圧倒的な自然の猛威になすすべもなく、ただ、声にならないうめき声を出し続けていた。警報に気づかないのか、近くの道路を悠然と歩いている人やさほどスピードも上げているようにも見えない乗用車が、すぐに黒く濁った流れに飲み込まれていく様子が、不条理にも現実として伝えられる。濁流の行く手は際限がないかと思われるほど内陸部深くに浸透していくなかで、高速道路の土手が唯一の歯止めとなって、その流れを押しとどめる。よく見ると、高速道路上には、日常の風景として、車の往来がはっきりと見て取れる。この高速道路こそが当該地区に住む人々の生死を分ける分水嶺となった。
　あの日からおよそ半年が過ぎ、復旧・復興に向けて懸命に努力されている東北の地で、本学会の前身としての東北比較文化学会がその産声を上げた弘前学院大学で、日本比較文化学会第33回全国大会が開催されたことは非常に意義深いことであった。大会準備委員長を務められた佐藤和博先生をはじめとする旧知の顔触れに接し、また、若い新しい原動力の活躍を目の当たりにし、さらに海外の提携学会からの参加者の物心両面の援助も得て、全国大会が成功裡に終えたことを見届けることができ、会長として感無量の思いである。
　東北支部の会員の先生方ならびに学生諸君一人ひとりの善意に支えられ、非常にこじんまりとしたなかにも、この学会が忘れてはならない、その原点ともいうべき新旧を問わない人の和と新しいものへの創造の熱意を再確認させていただく好機となった。
　古きを懐かしむ心の余裕と、新しき試みへの畏怖の念を常に抱きつつ、本学会の今後のさらなる発展に微力ながら尽力していく所存である。
《日本比較文化学会第３３回大会》

日本比較文化学会　東北支部長および

大会準備委員長　佐藤 和博
10月1日（土）、弘前学院大学本館4階のフロアを主会場として、日本比較文化学会第33回全国大会が開催されました（協力学会：韓国日本文化学会、台湾日本語文学会）。本大会は当初、6月11日に開催される予定でしたが、今回の大震災の影響により10月1日へと、日程が変更されました。全国大会が東北で開催され、各地から多くの会員が参集したのは、東北の復興にとって、多いに意義あることと思われます。
当日は8:30から編集委員会、9:20から理事会が開かれた後、10:30からシンポジウムが414教室で開かれました。テーマを「研究アプローチの諸相」として、高橋栄作氏の司会及びコーディネーターの下、各発表者の発言の後、質疑応答がなされました。分野として、あまり縁のない研究部門の研究方法について、興味深い話が披露されたように思われます。
総会の後、13:40から、弘前学院大学学長、吉岡利忠先生による講演が、礼拝堂において開かれました。テーマは「宇宙とからだ」。一見難しそうな話に思われたかもしれませんが、あまり普段耳にする事の無い「宇宙」における「人間のからだ」の話は、「おもしろかった」と、大変好評でした。
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2:40から各教室において研究発表がおこなわれ、19名の発表者が、日頃の研究の成果を披露しました。発表者のなかには、遠く台湾からの参加者も加わっておられました。発表の後、活発な質疑応答があり、司会をつとめた範囲内では、フロアからの質問が途切れることなく、司会からの質問の必要が全くありませんでした。これほど楽な司会は初めてです。また、持ち時間の30分を超過することもありませんでした。まことに、参加した皆様のご協力の賜物です。 
18:15から、山内信幸会長のご挨拶によって、ライトホールでの懇親会が開始されました。多くの参加者があり、津軽三味線の熱気あふれる演奏によって、大いに盛り上がるパーティーとなりました。研究に関する情報交換の場としても、役立ったことでしょう。
最後に、肌寒い気候のなか、遠方よりお越し下さいました皆様、また裏方で大会を支えて下さった大学関係者の方々に、感謝を申し上げます。ありがとうございました。
《編集委員会報告》
『比較文化研究』第100号の刊行を前に
編集委員長　野口 周一
　昨年度の報告事項として、まず報告しなければならないことは、「第2回日本比較文化学会奨励賞」に該当者がいなかったことである。選考委員会のハードルが高くなったわけではない。選定の根底にある論理性、独創性、貢献性、将来性の4つの視点はどの学会にも共通することである。ただ、「貢献性とは何か」ということについて、「比較文化学構築への貢献」という点は、改めて強調しておきたい。

　現在取り組んでいる業務に、『比較文化研究』がこのたびの東北支部編集号をもって100号に達するという慶事をうけて、その記念特集号を編むということがある。ここには、会長挨拶及び名誉会長の学会回顧、連携学会（韓国日本文化学会、台湾日本語文学会）会長のご祝辞、日本比較文化学会史が掲載されることになっている。

　100号という節目に、来し方を振り返るということはどういうことなのか。私の専門とする歴史学にひきつけて述べれば、研究は間断なく進み、従来知られなかったことの発見や新しい考え方の提示が蓄積されていく。それでは、最新のものが取り入れられ、古いものは捨てていけばよいのか。――否、否、である。蓄積されていくもの、その重みを考え、それぞれのものが重要な意味をもつことを考えるべきであろう。

　折りも折り、第2回比較文化学会奨励賞に該当者がいなかったことを、私たちは重く受け止めねばならない。これは本学会のみならず比較文化学構築の危機と認識すべきだ。そして、我が『比較文化研究』は第100号となる。私たちはその意味を噛み締めねばならない。

《総会報告》

事務局長　長谷部 陽一郎

2011年10月1日（土）、第33回全国大会の会場となった弘前学院大学4号館414教室において、総会が開催されました。はじめに同日午前中に開催された理事会の議を受け、2010年度事業報告、2010年度決算報告および監査報告が行われ承認されました（下記の決算表を参照してください）。続いて2011年度事業計画について、「研究活動の国際化」や「外部資金の積極的な獲得方策の確立」に努めていくこと等が報告され、2011年度の予算についても承認がなされました（下記の予算表を参照してください）。新たに中部支部の設立が承認され、今後は東北、関東、中部、関西、中国・四国、九州という6支部体制となることが決定しました。また、これに伴う理事会構成員の追加・変更についても了承されました。
会長：
山内信幸
副会長：
奥村訓代（研究企画担当）、八尋春海（国際交流担当）、北林利治（会務全般担当）
理事：
佐藤和博、野口周一、佐藤静、岡本武昭、高山有紀、藤岡克則、市川郢康、鈴井宣行、丸橋良雄、金志佳代子、山下明昭、崎村弘文、長谷部陽一郎、近藤俊明
監事：
玉井史絵、高橋強
　加えて、社会言語学研究部会の部会長が阿部晃直先生より北林利治先生に変更になりました。また、ハラスメント相談員についても追加・変更がありました。詳しくは学会ウェブサイトをご覧ください。
　その他、第34回全国大会が中国・四国支部の所管で2012年6月に岡山エリアで開催されることが報告承認されました。シンポジウムの題目としては「内から見る文化、外から見る文化：それぞれの視点から（案）」が予定されています。

　　＊2010-2011年度会計報告は、《中部支部発足のご挨拶》の次に掲載しております。

《中部支部発足のご挨拶》

中部支部長　岡本 武昭

先の弘前学院大学における日本比較文化学会の理事会、総会に於いて中部支部の設立が承認されたことに感謝しております。ご存知のように今年の3月11日の東日本大震災の発生で、中部支部設立総会の開催に迷いもありましたが、予定通り3月19日に浜松市多文化共生センターで実施できました。これも山内会長、長谷部事務局長、太田名誉会長、また多くの関係者の方々の心強いご支援のお蔭と思います。
中部・東海地区の支部設立の経緯は、今から4年ほど前に、太田名誉会長が浜松に用事で来たときに始まります。その理由は関東と関西の間に大きな空白地域があり、中間に支部があると非常に都合がよい、もう一つは、若手研究者の研究発表の機会、交流の場を創りたいとのことで、この計画の実現に参加することにしました。
このような経過の中で設立された中部支部ですが、前途に多々課題があります。支部運営に通じている人が少なく、また、現在は会員数も少ないので相当の覚悟を以って支部運営をしていくことが求められています。これからの支部運営の課題は、1)支部役員会の活性化、2)支部会員数の増強、3)研究会の充実等と考えております。今後、会員の皆様の協力と理解を得ながら、中部支部が文字通り中部・東海地区に幅を広げ、充実した交流と活動の場となるように努力してまいりたいと存じます。学会員皆様のご支援をお願いして、中部支部設立のご挨拶とさせていただきます。
《2010年度決算・2011年度予算報告》
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摘要

Ｉ　収入の部

Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

１、資産運用収入

　　　利子

2,000

1,065

　　　利子

2,000

２、会費収入

２、会費収入

　　　一般会員

1,950,000

1,903,000

　　　一般会員

2,075,000

　　　賛助会員

20,000

20,000

　　　賛助会員

20,000

３、事業収入

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000

0

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000

４、寄付収入

４、寄付収入

　　　寄付収入

0

0

　　　寄付収入

0

５、その他

0

0

５、その他

0

　　当期収入合計（A）�

1,982,000

1,924,065

　　当期収入合計（A）�

2,107,000

ＩＩ　支出の部

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

１、大会開催関連費

　　

第32回大会費

300,000

300,000

　　第33回大会費

300,000

　　

第32回大会・海外会員補助

50,000

50,000

　　第33回大会・海外会員補助

50,000

２、支部運営補助費

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費

50,000

50,000

　　　支部運営補助費

50,000

３、『研究』発行費

３、『研究』発行費

　　　編集補助費

550,000

537,400

　　　編集補助費

550,000

　　　発送費

360,000

308,155

　　　発送費

360,000

４、会員活動補助費

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助

150,000

0

　　若手研究者海外渡航費補助

150,000

５、提携学会交流費

200,000

74,078

５、提携学会交流費

100,000

６、管理費

６、管理費

　　　事務局費

35,000

23,473

　　　事務局費

35,000

　　　交通費

50,000

46,900

　　　交通費

50,000

　　　通信費

20,000

1,900

　　　通信費

20,000

　　　事務費

30,000

30,000

　　　事務費

30,000

　　　会議費

200,000

123,840

　　　会議費

200,000

　　　印刷費

5,000

0

　　　印刷費

5,000

　　　ＨＰ管理維持費

50,000

37,695

　　　ＨＰ管理維持費

50,000

　　　『会報』編集補助

20,000

15,320

　　　『会報』編集補助

20,000

　　　手数料（振込み等）

35,000

33,670

　　　手数料（振込み等）

35,000

　　　その他

　　　その他

７、予備費

100,000

0

７、予備費

300,000

　　当期支出合計（Ｂ）

2,205,000

1,632,431

　　当期支出合計（Ｂ）

2,305,000

　　当期収支差額（Ａ）−（Ｂ）

-223,000

291,634

　　当期収支差額（Ａ）−（Ｂ）

-198,000

　

　前期繰越額（Ｃ）

3,334,448

3,334,448

　

　前期繰越額（Ｃ）

3,626,082

　

　次期繰越額（Ａ）−（Ｂ

）＋（Ｃ）

3,111,448

3,626,082

　

　次期繰越額（Ａ）−（Ｂ

）＋（Ｃ）

3,428,082

　　　

　2010年度日本比較文化学会　決算

　　　

　2011年度日本比較文化学会　予算


《支部報告》
東北支部
＊東北・関東支部合同研究発表会が2011年7月9日、東京未来大学にて開催されました。詳細は関東支部報告をご覧下さい。

支部長　佐藤 和博
＊東北支部から、震災体験記をご寄稿いただきました。
〈大地震の体験と日韓の研究〉
　　東北大学大学院　博士後期課程　横山由香
今年の3月11日、日本で観測史上最大の地震が起き、私は仙台で被災しました。地震が起こった時、私は自宅でコンピューターに向かっていました。突然、大きな衝撃を受けて椅子から投げ出され、床に両膝をついたのと同時に部屋の電気が消えました。目の前には机の上の本棚から大量の本が降ってきて、背後では食器棚から次々と食器が飛び落ちて割れる音がしました。ガスや電気、水道が止まり、その時から私の被災者生活が始まりました。

ガスや電気は数日後に復旧しましたが、断水は1週間経っても続き、公園のトイレの水道水で顔を洗い歯磨きをしました。自分の人生にこんな瞬間が来るとは思ってもみませんでした。食料の確保も困難が続き、避難所に行っても炊き出しはなく、コンビニの前の列に並んでもやっと入れた店の中には食料がほとんど何もない状態でした。不安が日に日に大きくなっていく中、親しい韓国人の友達が心配して様子を見に来てくれました。差し出してくれた紙袋の中には、韓国のお菓子や薬、パンや海苔などたくさんのものが入っていました。誰もが食糧に困り明日への不安を抱える中、ありったけの物を持ってきてくれた友達の優しさと「情」に、心から感謝しました。
さらに1週間たったところで、体力の限界を感じ、仙台を脱出することにしました。その頃、近隣の県へと向かう臨時バスの予約は人が殺到したためパンク状態になり、中断されていました。そこで、私は韓国の領事館で知り合いに頼み、秋田へ向かう領事館のバスに密かに便乗させてもらうことになりました。当日会った韓国人の母娘と家族のふりをして、大勢の韓国人らと共にバスに乗り込みました。日本人だとバレないかどうか初めのうちはドキドキしていましたが、周りの韓国人とも話をするうちに親しくなり、久しぶりに心から笑うことができました。

今回の大地震では何度も韓国人に助けてもらうことになりました。私は今、日韓の文化の比較研究をしていますが、これも何かの縁だと思います。歴史や領土問題では背を向け合っている日本人と韓国人も、大自然の脅威の前では国境を越え、互いに助け合う仲間になれることが分かりました。研究をする立場としてだけではなく、一人の人間として、今後も日本と韓国2つの国と深く関わっていけたらと思います。
関東支部

関東支部は、2011年3月19日（土）に第27回研究発表会と2010年度の総会の開催を予定していましたが、震災のため延期して以下の日程で開催しました。
＊第27回研究発表会・2010年度支部総会
日時：2011年5月7日（土）　　場所：東京未来大学

１．研究発表
（1）カルロヴァー・ペトラ（早稲田大学大学院アジア太平洋研究センター）「日本におけるベト
ナムに関する思想概念について」
（2）王媛（一橋大学大学院）「浄土に住む鳥『迦陵頻伽』の造形の日中比較－舞楽『迦陵頻』の
一考察として―」
（3）大塚良治（湘北短期大学）「鉄道文化財活用とまちづくりの視点による鉄道の持続的運営」
（4）鈴木正弘（埼玉県所沢西高等学校）「上海・華東師範大学歴史系主催『グローバル化時代の
歴史教科書：国際比較研究』に参加して」
２．支部総会
　中部支部設立に向け、太田敬雄先生がハラスメント相談員を退かれ、代わって近藤俊明先生（東京未来大学）が選出されました。
＊第5回東北・関東支部合同研究発表会（関東支部第28回研究発表会）

日時：2011年7月9日（土）14:00～17:00　　場所：東京未来大学

１．研究発表
（1）カルロヴァー・ぺトラ（早稲田大学アジア太平洋研究センター）「日本のアジア：松本信広
（1897～1981）の初期研究について」
（2）林英一（慶應義塾大学大学院）「虐殺以後の村落社会史 1965-1989---インドネシア共和国東
ジャワ州バトゥ市バトゥ郡ブンガ村（仮名）を事例として--」
（3）高橋強（東海大学湘南校舎）「教員免許更新講習：異文化理解の観点から」
（4）鈴井宣行（創価大学）「フランス語圏アフリカ文学から湧出する“〈人間〉の解放”と民衆
思想--センベーヌ・ウスマンの『セネガルの息子』を中心として--」

２．講演
松岡良樹氏（前・ソニー学園湘北短期大学事務局長）「異文化圏の方々との友達作り」
＊2011年12月17日（土）14時～17時、創価大学国際交流センター2F208号において開催予定の支部研究発表会（例会）の開催回数を、支部長の調査により、訂正することとなりました。第29回ではなく、第30回研究発表会（例会）となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　野口 周一
関西支部

関西支部は若い研究者の方も多数新たに迎え、活発な支部活動を行っています。

＊関西支部10月例会

　　　日時：2011年10月15日（土）14:30～17:00　　場所：同志社大学　

１．研究発表

（1）高橋尚美（大阪国際大学）「茶道における喫茶作法の新解釈--留学生別科『伝統文化研究I』
の授業から」

（2）藤田昌志（三重大学）「日本の中国観（2010.9-2011.8）--最近在日本出版中国関連書籍考察」

２．講演

　　西倉実季（同志社大学）「顔に疾患を持つ人々の生活戦略--インタビュー調査から」

　　　　　12月、3月にも例会を予定しています。

支部長　北林 利治

中国・四国支部

＊日本比較文化学会「中・四国支部大会」および「日本語・日本文化部会」のお知らせ

　　　日時：2012年2月25日（土）（第1部）【中国・四国支部大会】
　　　　2012年2月26日（日）（第2部）【日本語・日本文化部会】

　　　場所：高知大学（第1・2部とも）

・（第1部）【中国・四国支部大会の部】
13:30（受付開始）
14:00～14:50　講演：（予定）内田先生（NPO高知龍馬の会理事、内田脳神経外科
理事長）（仮題）「高知から発信する国際交流--過去から現在」

15:00～17:00　研究発表　（25分発表、5分質疑応答）×4本（8本の場合は2教室）

　　　17:30～20:00　懇親会（飲み放題・食べ放題　会費4000円）

・(第2部)【日本語・日本文化部会】

9:30（受付開始）

10:00～13:30　 研究発表　4本予定（一人30分、質疑応答含む）

　　　　　　　研究発表後、希望者のみ「科研等に向けての会議」開催

　・尚、会議参加希望者はランチ代1000円承ります。

　　　　・また、2月26日（日）に高知半日或いは1日観光ご希望の方はお知らせ下さい。

　　　　　詳細パンフレットやお奨めのコースをご紹介いたします！

以上2部会、研究発表者、大募集中！発表後希望の方は、レジメ（全国大会要領に準じる）を支部長・奥村までお送りください。1月中には採否のご連絡を致します。
　　　　締め切り：2012年1月25日

送り先メールアドレス： takapi924[アットマーク]hotmail.com

支部長　奥村 訓代
九州支部
＊九州支部大会
　　　日時：2011年3月19日（土）14:30～17:00　　場所：長崎大学

九州支部大会の特別講演ではブルゴーニュ・シュバリエに叙任された前田昌子による記念講演が行われ、一般聴衆も含め多数の参加がありました。講演では高級ワインの試飲もありました。
これに続き支部会員による研究発表がありました。東北大震災の直後ということで急に参加できなくなった発表者もおられましたが、最終的には以下の発表がありました。
１．記念講演

　　前田昌子（La Confrérie des Chevaliers du Tastevin）「石炭王と幻のワイン--坂本龍馬が駆け抜け
た時代」

２．研究発表
（1）山崎祐一（長崎県立大学）「異文化間コミュニケーションを視野に入れた英語学習の実践--
地域における大学生の貢献活動と国際交流--」
（2）塚本美穂（福岡女子大学大学院）「『サロメの名において』の母国と言語の喪失」
（3）林裕二（西南女学院大学）「人文学部の英語の習熟度別授業に関する一考察」
（4）八尋春海（西南女学院大学）「アメリカ映画における俗語について」
＊2012年3月には支部大会が開催されます。日時･会場は未定です。

支部長　八尋 春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部 陽一郎
　本年度の総会で新たに中部支部が加わり、日本比較文化学会は６支部体制（東北、関東、中部、関西、中国・四国、九州）となることが決まりました。今回の正式な承認の前から、支部長の岡本武昭先生、副支部長の川口雅也先生、澤田敬人先生を中心に活発な研究会活動が行われてきました。中部支部が今後ますます発展し日本比較文化学会の新たな柱となって行くことを期待しています。
　今年度は事務局として、業務内容の一部を外部業者に委託する計画を進めています。日本比較文化学会の会員数も550名を越え、国内外の会員が研究活動や相互交流を行う場として益々大きなものになってきました。これを将来的にも十分サポートしていけるよう、山内会長の推し進める「選択と集中」の原則に基づき、入退会受付および学会誌発送といった類の業務を外部委託する予定です。もちろん、基本的な事務局の体制は変わらず、これまでに増して会員の皆様のお役に立てるよう尽力する心づもりですので、引き続きご理解とご協力の程お願い申し上げます。
○会員情報更新のお願い
住所不明により学会誌や会報をお届けできない会員の方がいらっしゃいます。就職、転勤等によるお引越の際には忘れずに会員調査書に新情報をご記入の上、事務局までお送りください。なお会員調査書は下記サイトよりダウンロードしていただけます。
＜日本比較文化学会ウェブサイト入会・会員情報変更＞
http://hikakubunka.jp/?page_id=97
＜入会申込書・会員調査書送付先＞
事務局長　長谷部陽一郎    Eメール： yhasebe[アットマーク]mail.doshisha.ac.jp

○会費納入のお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。2年以上未納（学生会員については1年以上）の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。すでに納入されたかどうか不確実な場合には、下記までお問い合わせください。
＜会費振込情報＞
郵便振替口座番号：02570-6-8921　加入者名:日本比較文化学会
振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
＜会費についての問い合わせ＞
会計担当　金志佳代子    Eメール： kinshi[アットマーク]biz.u-hyogo.ac.jp 
《編集後記》
東日本大震災以降、最初の会報の発行です。地震発生当時は、東北支部の会員の方々の安否が気遣われましたが、皆様ご無事との知らせに安堵した会員諸氏もたくさんいらっしゃると思います。被災地域での研究・教育活動には、様々な困難があると察せられます。復興の進展を心よりお祈り致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局・中村 友紀）
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